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ポール・ポワレに関する新着図書

非常勤講師（西洋近世の服飾担当）能澤慧子

　　　ポール・ポワレといえば、今世紀初頭のパリ・

　　モード界に君臨した偉大なクチュリエとして広く

　　知られている。そのポワレに関する稀観書として

　　は、すでに本館発行の「続・西洋服飾欧文文献解

　　題・目録」（1990年）に、二点紹介されている。彼
●の歴の醐の衣装を、ポショワーJレの見事な手

　　法で表現した、「ポール・イリブが語るポール・ポ

　　ワレの衣装2（1908年）と、「ジョルジュ・ルパー

　　プが見たポール・ポワレの作品集」（1911年？）で

　　ある。

　　　今回は、この『解題・目録」の出版後に収集さ

　　れた、ポワレに関わる二冊の文献を紹介しよう。

　　その一冊目は、ポワレの活躍期の後期、いや、む

　　しろ、もう凋落期とも呼べる1928年に、彼自身が

　　出版した広告図集「パン（牧神）、パリ贅沢品年鑑」

　　　（Pan；annuaire　du　luxe　a　Paris．1928）　〔674．2－

　　P〕である。B4版よりやや縦の詰まったサイズ

　　の版で、196枚のパリのグランド・メゾン（有名高

　　級品店とでも訳そうか）の、一ないし三色刷りの

　　広告が、1頁に1点ずつ掲載されている。●
　　　その種類は、まず男性向けの紳士服、帽子、シ

　　ャツ、喫煙具、手袋、杖と傘、靴、次いで女性向

　　けの靴、衣装、帽子、下着、レース、毛皮、靴下

　　と肌着、化粧品、香水、装身具、鏡、美容院、花

　　と羽、リボン、絹製品、また両者向けには、室内

　　装飾、家具、骨董品、美術品、仕着せ、楽器、ラ

　　ジオ、レストラン、ナイトクラブ、映画館、喫茶

　　店、劇場、写真館、チョコレート、デパートと多

　　彩である。中には、今日、我が国でも良く知られ

　　ているエルメス、宝飾品のヴァン・クリーフ＆ア

　　ルペル、レストランのマキシム、生地のロディエ、

　　香水のゲラン、化粧品のエリザベス・アーデン、

靴のペルージア、クチュールではヴィオネ、ラン

ヴァン、キャロ姉妹なども含まれている。いずれ

も、25年様式を如実に反映したスタイルを持ち、

この時期のグラフィック・アーツの貴重な史料と

言えよう。

　本書出版の2年後に当たる1930年、その自伝En

habillant　1’epoque（邦題「ポール・ポワレの革命」）

に、彼は次のように記している。

　「わたしの編集したなかでいちばん新しいのは、

ありとあらゆる贅沢品の製造業と商業に関するも

のを扱った注目すべき広告図版集「牧神（パン）J

である。これを作る仕事はとても楽しかった。そ

れにその頃の最も優れた芸術的デザイナーたちの

集会を苗週開くためのよい口実ともなった。彼ら

は水曜日にわたしの家に昼食をとりにやって来て、

広告に関するとっておきの秘法をそれぞれ披露し
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た。クローズ社のよりすぐった品や、紳士服オロ

センのスーツ、骨董品店パンシモンの貴重な掘り

出し物を、思いがけない、しかし決定的な流儀で

ほめそやすものだった。1）」

　衣装に限らず、あらゆる視覚芸術の分野に飽く

こと無き興味を抱き、人生の楽しみとしたポワレ

は、言葉、そしてそれが視覚にもたらす影響力に

ついても深い関心を寄せていたのである。

　さらにポワレは、いつもの自信たっぷりの調子

で続けている。

　「図版集「牧神Jは当初狙っていた顧客だけで

なく、芸術愛好家や愛書家にまで広がり、大量の

部数が求められた。これはいつの日か再評価され

て、雑誌の新しい典型の一つとなることだろう。2）」

　意匠をこらした一流の広告頁だけの雑誌という

発想は、当時は奇抜であったかもしれないが、現

代のモード雑誌は、限りなくこれに近づいている

と言えないだろうか。

　2番目に紹介するのは、1920年から23年までに

撮影された、モデルが着用したポワレの衣装の写

真集「モードの写真集」（Les　PhOtOgraPhieS　de

mode．　DeSign　Par　Paul　POiret　et　PhotO．　Dar　H．　M．

Talma　et　al．1923）〔P593．087－P〕である。49㎝×

36㎝の台紙に貼られた、20～29㎝前後×15～20㎝

前後の写真が43枚、箱に納められている。収集が

誰によるものかは不明であるが、保存状態は極め

て良好で、わずかに黄ばみが見られるに遇ぎない。

撮影は、20点がタルマ（H．M．　Talma）、4点がア

ンリ・マニュエル（Henri　Manuel）、7点がギルペ
ール・ルネ（Gilb，，t・Rune）、2点がデルフィ●

（Delohi）、2点がリプニツキ（Lipnitzki）、1点が

ポール・O・ドワイエ（Paul　O．　D’Oye）により、残

る6点については不明である。

　往時の着用された状態のポワレの衣装写真の、

これほど豊富な収集は珍しい。現代のファッショ

ン・モデルに見慣れた目には幾分ふっくら気味の、

そして明るく愛敬に富んだ表情のモデルたちは、

ポワレのドレスに柔らかく包まれ、幻想やユーモ

アや茶目っけを、または優雅さを湛えている。そ

して、写真の虚構を割り引いても、なおリアリテ

ィーを持って、見るものに迫ってくる。

　さらに面白いのは、ドレスの多くにタイトルが

付いていることである。この習慣は例えばイリブ

響；；『㌻鑑纏㌻三：蒜お●

そらく今世紀に始まった、少なくとも流行となっ

たものと考えられる。一種の美術作品のようなこ

の衣装の扱い方は、レトリックに長けたポワレの

得意とするところであった。「トレド」、「ロクサー

ヌ」、「赤頭巾」、「デーモンJ、「ロンギJ…。言葉

が知覚に訴えて呼び覚ます感覚の、衣装に与える

効果を、彼は充分計算し、かつ楽しんでいたと思

える。

註1）、2）P・ポワレ著　拙訳「ポール・ポワレの革

　　　　命」　文化出版局　1982年　p．259
「モードの写真集」より　18世紀ヴェネツィアの、風俗画家に因ん

で命名されたドレス「ロンギ」　1922／23　ドワイ工撮影
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